
 

                    国立第七小学校 平成２５年６月２６日 NO.２５ 

オー君  「あ！ゴマダラカミキリだ。それに 

      アオドウガネもいるぞ。さらに 

      クロアゲハもだ。モンタ博士！ 

      どうしたんですか。」 

モンタ博士「この前、１年１組のこうのさん、 

      すずきさん、ふじたさん、きた 

      じまくん、おまたくんの５人が 

      もってきてくれたんだ。こうの 

      さんがつかまえたらしいよ。」 

花ちゃん 「へえーすごいですね。アオドウ 

      ガネはどうしたのですか？」 

モンタ博士「２年２組のみぞ口さんが見つけて 

      もってきてくれたのさ。」 

オー君  「クロアゲハはどうしたのですか。」 

モンタ博士「これは、２年２組のさとうくん 

      が見つけたものを、いっしょに 

      標本（ひょうほん）にしたのさ。」 

花ちゃん 「標本にしたらかわいそうじゃない。」」 

モンタ博士「標本にすることにより、第二の 

      生命（いのち）をあげられるさ。」 

花ちゃん 「でも、モンタ博士、いろいろな虫がいっぱいいすぎて、わからないわ。」 

モンタ博士「カミキリムシとチョウは、同（おな）じムシだけど、だいぶちがうね。」 

オー君  「カミキリムシとアオドウガネは、同じなかまで甲虫（こうちゅう）だよね。」 

モンタ博士「いろいろな虫がいるけど、どんななかまなのか、知ることが大切なのさ。」 

ゴマダラカミキリ 

アオドウガネ 

クロアゲハ 



いろいろな甲虫目（こうちゅうもく）の虫の特徴（とくちょう）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クワガタムシ科 

ひげの先が歯ブラシのよ

うにかた側にのびている

んだ。足には、とげのれつ

があるのが特徴さ。かっこ

いいムシだろう。 

コガネムシ科 

オスの大アゴは、ツノのよ

うにのびえてかっこいい。

カブトムシはコガネムシ

と同じ生活ですが、コガネ

ムシは成虫まで２年。 

ハムシ科 

どうしてハムシかという

と、それは、植物の葉やね

っこを食べるからなんで

す。わたしたちは、みんな

ミニサイズです。 

コメツキムシ科 

前のむねが大きくまがり

ます。あおむけになると、

前のむねを使って強くう

ちつけてとびあがり、おき

あがれるんだ。 

シデムシ科 

動物や小鳥のくさった肉

を食べているさ。そして、

土にうめてしまう大切な

仕事もしてるよ。ひげの先

がふくらむのも特徴。 

テントウムシ科 

半円球の形です。こうげき

されると、足のかんせつか

ら黄色いえきを出しては

んげきします。アブラムシ

を食べるよい昆虫です。 

カミキリムシ科 

わたしたちの幼虫は、木の

中にすんでいて、てっぽう

ムシともよばれます。ひげ

のようなのは、触角（しょ

っかく）といいます。 

タマムシ科 

タマムシはまだ国立にい

るそうで、うれしいです。 

体が細長くスマートです。

昆虫の中で、美しさの 

ナンバー１です。 

ホタル科 

光を発する昆虫として有

名でしょう。たまごや幼虫

も光るんだ。でも、まった

く光らない仲間もたくさ

んいるのでよろしく。 

オサムシ科 

私たちは、後ろ羽がなくな

っちゃったものが多くて、

飛ぶよりもちょこちょこ

動くのが得意なのさ。 


